
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
東
日
本
大
震
災
と
福

島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、

消
費
や
生
産
が
低
迷
、
雇

用
情
勢
の
悪
化
は
、
被
災

地
だ
け
で
な
く
全
国
的
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

日
経
連
は
、
震
災
か
ら
の

復
旧
を
理
由
と
し
て
、
労

働
時
間
や
36
協
定
、
派
遣

法
な
ど
労
働
法
制
の
規
制

緩
和
を
迫
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
景
気
回
復
の
遅

れ
や
国
際
競
争
力
の
強
化

な
ど
を
理
由
に
、
賃
金
や

雇
用
な
ど
へ
の
攻
撃
は
、

来
春
闘
、
更
に
強
ま
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

民
主
党
政
権
は
、
新
成

長
戦
略
、

地
域
主
権
改
革
、
財
政
再
建

の
３
本
柱
を
推
進
す
る
政
策

に
転
換
、
９
月
に
発
足
し
た

野
田
新
内
閣
の
下
、
消
費
税

増
税
、
社
会
保
障
改
悪
が
一

体
と
な
っ
た
「
税
と
社
会
保

障
の
一
体
改
革
」
の
具
体
化

が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
住
民
と
の
共
同
を
強

め
「
安
定
し
た
良
質
な
雇
用

と
社
会
保
障
の
整
備
・
拡
充

で
国
民
生
活
の
安
定
」
を
運

動
の
中
心
課
題
と
し
て
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
」

２
０
１
２
年
度
運
動
の
柱

１
、
安
定
し
た
良
質
な
雇
用

と
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ

を
実
現
し
よ
う

２
、
構
造
改
革
、
規
制
緩
和

に
反
対
し
、
暮
ら
し
を
守
ろ

う３
、
被
災
住
民
本
位
の
復
興

支
援
を
応
援
し
、
原
発
ゼ
ロ

を
目
指
す
運
動
の
前
進
に
積

極
的
な
役
割
を
果
た
そ
う

４
、
改
憲
策
動
を
許
さ
ず
、

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
運

動
の
先
頭
に

５
、
大
型
開
発
か
ら
福
祉
重

視
の
都
・
区
政
へ
の
転
換
を

６
、
全
て
の
職
場
で
仲
間
を

増
や
す
運
動
を
進
め
よ
う
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告
知

練
馬
労
連
第
十
九
回
定
期
大
会
に
つ
い
て

日
時

二
〇
一
一
年
十
月
二
九
日

〔
土
〕
午
後
一
時
開
会

場
所

練
馬
区
勤
労
福
祉
会
館
一
階
ホ
ー
ル

代
議
員
定
数

大
会
運
営
規
則
第
５
条
の
通
り

練
馬
区
労
働
組
合
総
連
合

議
長

掛
端

光
夫

告

示

練
馬
労
連
第
十
九
回
定
期
大
会
役
員
選
挙
に
つ
い
て

練
馬
区
労
働
組
合
総
連
合
第
十
九
回
定
期
大
会
役
員
選
挙
の
告
示
を
規
約
第
二
十
四
条
・

第
二
十
五
条
に
基
づ
き
、
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

役
員
定
数
は
、
規
約
第
二
十
三
条
の
通
り
と
す
る
。

議
長
１
名
、
副
議
長
３
名
、
事
務
局
長
１
名
、
事
務
局
次
長
２
名
、
会
計
１
名
、
常
任

幹
事
１
０
名
、
会
計
監
査
２
名
と
す
る
。

但
し
、
副
議
長
、
事
務
局
次
長
、
常
任
幹
事
の
若
干
名
の
定
数
は
、
九
月
二
十
三
日
の

拡
大
幹
事
会
で
定
数
を
決
定
し
ま
し
た
。

役
員
立
候
補
の
届
出
お
よ
び
締
め
切
り

立
候
補
者
は
、
推
薦
す
る
加
盟
組
合
名
・
立
候
補
者
の
経
歴
・
役
職
名
を
記
載
し
た
名

簿
を
大
会
前
で
あ
る
十
月
二
十
七
日
午
後
五
時
ま
で
に
事
務
局
へ
届
け
出
る
こ
と
。

練
馬
労
連
第
十
九
回
定
期
大
会
選
挙
管
理
委
員
長

田
名
部

益
興

練馬労連第１９回大会
代議員の選出について

練馬労連大会運営規則第５条で、

大会代議員の定数は、規約第１４

条に次のように定められています。

組合員登録人員 代議員総数

1名～８名 １名

９名～２０名 ２名

２１名～４０名 ３名

４１名～６０名 ４名

６１名～８０名 ５名

８１名～１００名 ６名

１０１名～１３０名 ７名

（略）

４２１名～４９０名 １４名

（略）

２４２１名～２６５０名 ２９名

１０月２７日（木）まで
に登録して下さい。

２０１１年度定期大会の模様

新議長:掛端さんの挨拶

「人間らしく働き、人間らしく生きる社会の実現を！」

練馬労連2012年度定期大会方針骨子

国
民
生
活
優
先
の
政
治

に
転
換
し
よ
う



練
馬
の
医
療
を

守
れ
・
日
大
光

が
丘
病
院
の
存

続
を
求
め
る
緊

急
集
会

9
月
15
日
に
区
役
所
地
下

の
多
目
的
会
議
室
で
緊
急
集

会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

全
体
で
150
人
が
参
加
。
東
京

土
建
か
ら
は
90
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
集
会
で
は
「
住
民

が
必
要
と
す
る
地
域
医
療
の

確
立
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し

て
桂
木
誠
志
さ
ん
（
日
本
医

療
労
働
組
合
連
合
会

顧
問
）

が
講
演
し
、
日
本
共
産
党
区

議
団
か
ら
日
大
光
が
丘
病
院

問
題
の
情
勢
報
告
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
日
大

や
練
馬
区
へ
む
け
て
住
民
の

強
い
要
求
で
あ
る
「
こ
れ

ま
で
の
医
療
水
準
を
下
げ
な

い
」
旨
の
集
会
決
議
を
あ
げ

ま
し
た
。

桂
木
さ
ん
は
全
国
で
病
院
が

な
く
な
っ
て
い
る
現
状
に
つ

い
て
1980
年
代
か
ら
自
・
公
政

権
が
続
け
て
き
た
医
療
へ
の

国
庫
負
担
の
軽
減
策
が
医
療

の
崩
壊
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
こ
と
。
そ
し
て
、
地
域
医

療
を
守
ろ
う
と
地
域
で
の
た

た
か
い
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
「
医
療
を
守
る

こ
と
は
行
政
の
責
任
で
あ
る

こ
と
を
明
確
に
し
て
た
た
か

う
こ
と
」
そ
の
た
め
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し

た
。
ま
た
、
病
院
が
果
た
す

機
能
と
し
て
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
を
あ
げ
、
医
療
機

能
・
雇
用
効
果
も
重
要
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

集
会
の
翌
日
、
練
馬
区
は
日

大
撤
退
後
の
後
継
病
院
を

「
地
域
医
療
振
興
協
会
」
と

発
表
し
ま
し
た
。

9
月
23
日
、
１
０
団
体
、

１
８
名
参
加
で
拡
大
幹
事

を
行
な
い
ま
し
た

「
大
震
災
後
の
国
民
生
活
の

観
点
か
ら
」
と
題
し
、
古
賀

義
弘
先
生
の
講
演
が
行
な
わ

れ
た
。
今
の
日
本
を
考
え
る

場
合
、
世
界
を
視
野
に
入
れ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本

だ
け
み
て
い
て
は
理
解
で
き

な
い
。
米
国
は
、
今
年
度
は
、

六
千
五
百
兆
円
。
オ
バ
マ
大

統
領
に
な
っ
て
赤
字
が
２
倍

に
な
っ
た
。
ま
た
、
失
業
率

９
％
。
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

（
年
収
１
７
０
〜
２
０
０
万

円
）
は
六
千
万
人
。
Ｅ
Ｕ
で

も
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ヤ
、

ス
ペ
イ
ン
な
ど
財
政
危
機
。

中
国
は
急
成
長
し
た
が
、
企

業
な
ど
の
合
併
に
よ
り
、
失

業
者
が
増
え
始
め
て
い
る
。

こ
の
様
に
世
界
は
、
長
期
不

況
、
円
高
、
ド
ル
安
、
デ
フ

レ
と
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て

い
る
と
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

ま
た
、
日
本
に
お
い
て
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
４
０
％
、

ト
ッ
プ
の
給
料
は
高
い
。
格

差
が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い

る
３
．
１
１
か
ら
は
、
国
の

在
り
か
た
が
問
わ
れ
て
い
る
。

震
災
に
く
い
込
ん
で
来
る
巨

大
な
建
設
資
本
が
進
出
し
て

く
る
可
能
性
あ
り
。
そ
う
で

は
な
く
地
域
か
ら
の
復
興
支

援
が
必
要
。
地
域
の
土
木
建

築
に
お
金
を
落
と
す
こ
と
で
、

裾
野
の
産
業
に
広
が
り
、
地

域
の
人
が
潤
う
結
果
に
な
る
。

ま
た
、
一
部
の
大
企
業
は
、

軍
事
産
業
の
拡
大
を
進
め
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
や
め
さ
せ

る
た
め
に
は
組
合
の
組
織
力

を
強
め
る
こ
と
が
大
切
。
。

そ
の
後
、
伊
藤
悦
子
事
務
局

長
か
ら
、
一
年
間
の
活
動
の

報
告
と
、
2012
年
度
、
運
動
方

針
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
各
組
合
の
報
告
、

討
論
で
活
発
な
意
見
交
換
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

練
馬
労
連

副
議
長

千
田
恵
美
子

８
月
２
７
日
、
日
比
谷
公
園
、

日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
、

国
民
の
暮
ら
し
と
、
中
小
企

業
者
の
営
業
、
地
域
経
済
を

守
る
べ
く
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
、

緊
急
集
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。会

場
の
日
比
谷
公
園
に
は
、

全
労
連
、
農
民
連
、
主
婦
連

合
な
ど
、
各
労
組
を
は
じ
め

地
方
の
農
業
団
体
等
の
方
々

が
、
「
「
米
作
っ
て
飯
く
え

ね
〜
」
な
ど
旗
を
掲
げ
ト
ラ

ク
タ
ー
に
は
「
農
民
を
バ
カ

に
す
る
な
！
」
な
ど
の
ロ
ゴ

を
貼
り
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

決
意
も
固
く
集
結
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
比
谷
公
会
堂
の

集
会
で
は
、
全
労
連
の
大
黒

議
長
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加

を
認
め
つ
つ
あ
る
政
府
民
主

党
の
暴
挙
を
一
刀
両
断
。
共

産
党
の
志
位
委
員
長
は
、
米

国
の
国
策
に
よ
っ
て
導
入
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る

Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
、
米
国
の
労
働
者
が
置

か
れ
て
い
る
悲
惨
な
労
働
条

件
を
も
日
本
に
持
ち
込
み
、

私
達
労
働
者
を
一
部
の
大
企

業
と
米
国
の
言
い
な
り
に
す

る
も
の
で
あ
り
、
非
常
に
危

険
で
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、

東
大
大
学
院
の
鈴
木
宣
弘

教
授
は
、
被
災
地
の
復
興
に

触
れ
、
政
府
財
界
が
被
災
地

に
巨
大
な
工
場
を
作
る
計
画

は
、
被
災
し
た
土
地
や
被
災

者
を
蘇
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

田
畑
を
潰
し
、
そ
の
土
地
か

ら
農
民
漁
民
を
追
い
出
し
、

被
災
地
す
ら
も
企
業
の
利
益

に
結
び
付
け
る
極
め
て
非
人

道
的
も
の
で
あ
る
と
呆
れ
返

り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
様
々

な
労
組
や
、
各
団
体
の
代
表

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
、
集

会
は
閉
会
。
パ
レ
ー
ド
へ
と

移
り
ま
し
た
。

（２）２０１１年９月２８日 ねりまろうれん 第１３５号

儲
け
の
た
め
被
災
者

を
そ
っ
ち
の
け

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
胃
袋

ま
で
外
国
産
！

練
馬
区
は
説
明
責

任
を
果
た
せ
！

地
域
医
療
を
守
れ
！


